
家畜・食肉の流通体制の強化のうち
食肉流通再編・輸出促進事業 【令和３年度予算概算決定額 2,500百万円の内数 （3,000）百万円】
＜対策のポイント＞
和牛の増頭に合わせて、国産食肉の生産・流通体制の強化及び輸出の拡大を図るため、食肉処理施設の再編合理化による施設の機能高度化を支援し

ます。

＜事業目標＞
農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］ ５兆円［2030年まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．コンソーシアムの推進
畜産農家・食肉処理施設・食肉流通事業者の３者でコンソーシアムを組織し、

国産食肉の生産・流通体制を強化するための５か年計画を策定するための協議会、
調査、研修等の取組を支援します。

２．食肉処理施設の整備
５か年計画に基づき実施する食肉処理施設の再編に必要な施設整備、機械導

入等を支援します。

［お問い合わせ先］生産局食肉鶏卵課（03-6744-2130）

国 畜産農家・食肉処理施設・食肉流通事業者
の３者によるコンソーシアム

推進費：定額
施設整備：1/2以内

＜事業の流れ＞

食肉処理施設

畜産農家
食肉流通事業者

畜産農家・食肉処理施設・食肉流通事業者によるコンソーシアム

※コンソーシアム計画とは、消費者ニーズの把握、
畜産農家の生産技術・衛生対策向上研修等を行うことにより、
国産食肉の生産・流通体制を強化するための５か年計画。

諸外国並みの食肉処理施設の整備

・生産技術・防疫意識の向上
・生産コストの低減、品質の向上
・関税削減への不安払拭

・稼働率及び衛生水準の向上
・自動化等による労働力不足の解消
・原料調達の安定化

・消費者ニーズに即した国産食肉の調達
・生産者と連携した食肉流通・販売

食肉処理施設の再編に
必要な整備等を支援
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